
 

 

 

組合員のみなさまこんにちは！ 今まで、こちらのコーナー

では、さまざまなセンタースタッフを紹介してきましたが、

私本人は挨拶だけで、紹介がまだでしたので、【今月の○○

紹介！】は私、磐の紹介とさせていただきます！ 2016 年

4月より、横浜中センター、センター長をさせていただいて

おります。実はこの横浜中センターへは供給リーダー、供給

長、そして今回、センター長として 3度目の着任になります。

ですので、横浜中センターエリア内のことは知り尽くしてい

るつもりです！ 地域で抱えるさまざまな課題、そして取り

組み。そういった活動にパルシステム横浜 

中センターも協賛、協力できたらなと、い 

つも考え働いています。なにかございまし 

たらいつでもお声をおかけください！ 

今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

   

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１６年 10月 24日 

発行： 横浜中エリア経営会議 

問い合せ： 地域活動支援課 

TEL： ０４５-４７０-６８６３ 

２０１６年度活動テーマ 

ひろげようおいしい○わ、 

繋げよう人の○輪  

横浜中エリアの組合員がつくる、伝える 

http://palsystem-kanagawayume.lekumo.biz/yume05/ ブログ「なかよこ」で検索 

リユースびん。目印はこのマーク。

使い終わったらよーく 

洗い、乾かしてから 

通い箱に入れてパルシステムに戻し

てください。 

自治体の資源回収に出してしまう

と、破砕され原料に戻すことに…。

20～30回繰り返し使うことによっ

て、環境負荷がおさえられます。ご

協力をお願いします！ 
＊ふた、注ぎ口、ラベルは各自治体の分別 

ルールに従って処分してください。 

＜ ８月の回収状況＞横浜中センター６６．５％でした！ 

昨年開催し、ご好評いただいた「お雑煮食し隊」を今年も開催い

たします！ お雑煮は日本全国津々浦々。あんな味付けだったり、こ

んな味付けだったり、こんな具が入っていたり…。 

全国のお雑煮を横浜中エリア風にいいとこ取りをして、ご紹介しま

す。試食とおしゃべりで楽しい時間を過ごしましょう。 

お申込みは、次週発行の weekly どりーむぺいじ 596 号＆web 版

weeklyどりーむぺいじイベント情報をご覧ください。 

  

 

 

 

 

「宮城みどりの食と農の推進協議会」第 7回総会が 

7月 15日（金）に新横浜で行われ参加しました。 

毎回大人気の産地交流のはじまりは、数人の生協 

職員が現地までワゴン車で 6時間かけて訪問した 

ことだそうです。そこから組合員が産地を訪ねる 

交流へと進化してきました。今では田んぼの学校、 

女性生産者による郷土料理教室などパルシステム 

神奈川ゆめコープでもＪＡみどりのの生産者を招 

き、お互いの「顔のみえる交流」に進化（深化） 

してきました。 

街中がハロウィン一色となりました。わが家では馴染みのな

い文化ですが、かわいい飾り付けや仮装した近所の子どもた

ちを眺めるだけでも楽しいものですね。   （こ） 

 

リユースびんをパルシステムに戻す時に気をつけたいこと 

       …湿ったまま通い箱にいれておくと、カビの原

因になります。紙ラベルはそのままでもＯＫです！ 

      …傷がついていると再利用ができなくなります。や

さしく取り扱ってください。キャップは無理に取り外さなくても

よいです。ご協力をお願いします。  


